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船舶インシデント調査報告書 

 

                             令和元年１２月１１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

インシデント種類 運航不能（機関故障） 

発生日時 平成３１年４月７日 １１時４８分ごろ 

発生場所 山口県萩市見
み

島南南西方沖 

 見島灯台から真方位２０４°８.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°３８.０′ 東経１３１°０４.８′） 

インシデントの概要  遊漁船鳳凰
ほうおう

は、南進中、主機の冷却水高温警報が作動して主機の 

運転ができなくなり、運航不能となった。 

インシデント調査の経過  平成３１年４月１９日、本インシデントの調査を担当する主管調査

官（門司事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

遊漁船 鳳凰、５トン未満 

 ２９１－２６１５９山口、個人所有 

 ９.３０ｍ（Lr）×２.０９ｍ×０.８５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２０９.６２kＷ、昭和６２年３月 

 ４サイクル、回転数毎分２,９００、６気筒、使用燃料軽油 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４１歳 

 一級小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成２０年１０月２９日 

  免許証交付日 平成３０年１１月２６日 

         （令和５年１１月２５日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：波高 約１.５ｍ 

 インシデントの経過 本船は、船長が１人で乗り組み、釣り客３人を乗せ、平成３１年４

月７日０５時３０分ごろ見島南南西方沖のカキノ瀬と称する釣り場に

向けて山口県長門市仙崎港を出港した。 

本船は、０６時１０分ごろ釣り場に到着して時折釣り場を変えなが

ら流し釣りを行ったのち、釣果がそれほどでもなかったのでカキノ瀬

南方に移動することとし、１１時４５分ごろ主機を始動して見島南南

西方沖を南進中、１１時４８分ごろ主機の警報が鳴った。 

船長は、主機を中立運転として主機の冷却清水温度計を確認したと
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ころ、ふだんより温度が上昇しているのを認め、主機を停止して主機

の冷却清水量を確認し、水量の減少を認めなかったものの浮遊物が漂

った状態であったので、同清水を取り替えた。 

船長は、南進を再開したものの、再び主機の冷却清水温度が上昇し

たので、知人に携帯電話で助言を求め、主機の冷却海水の船外吐出状

況を点検したところ、吐出量が減少していることに気付き、これ以上

運航できないと判断して海上保安庁に救助を要請した。 

本船は、救助に来た巡視艇にえい
．．

航されて仙崎港に入港した後、 

船長が主機冷却海水ポンプを開放して点検を行ったところ、ゴム製イ

ンペラの羽根が衰耗
すいもう

して破損していたので、のち新品と交換された。 

（付図１ インシデント発生場所概略図 写真１ 主機冷却海水ポン

プの状況 参照） 

 その他の事項 

 

主機は、清水で循環冷却され、更に清水を海水で冷却する間接冷却

方式であり、冷却海水ポンプによって吸引加圧された海水が、清水冷

却器等で熱交換されて船外へ吐出されるようになっていた。 

本船は、船長が平成３０年夏ごろに中古船で購入したものであり、

購入前の主機の整備状況が不明であった。 

本船は、船長が本インシデント後に冷却海水ポンプのゴム製インペ

ラを交換して主機の冷却海水の船外吐出状況を確認したところ、本船

購入時よりも吐出量が多かった。 

船長は、日頃から発航前の点検で、主機の冷却海水の船外吐出状況

を確認しており、本インシデント当日も本船の購入時とほぼ同じ吐出

状況であることを確認していたので、本船購入以前から主機冷却海水

ポンプのゴム製インペラに不具合があったことに、本インシデント後

気付いた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

なし 

あり 

なし 

 本船は、見島南南西方沖を南進中、主機冷却海水ポンプのゴム製イン

ペラが経年使用によって衰耗して破損したことから、主機の冷却海水量

が減少して冷却清水温度が上昇し、主機の運転ができなくなり、運航不

能となったものと推定される。 

本船は、船長が、本インシデント当日、発航前の点検で主機の冷却海

水の船外吐出状況を確認した際、吐出量が本船購入時と変わらないのを 

確認していること及び主機冷却海水ポンプのゴム製インペラ取替後に 

主機の冷却海水の船外吐出量が本船購入時よりも増加したことから、同

インペラが本船購入以前に衰耗していた可能性があると考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、見島南南西方沖を南進中、主機冷却海

水ポンプのゴム製インペラが経年使用によって衰耗して破損したため、
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主機の冷却海水量が減少して冷却清水温度が上昇し、主機の運転ができ

なくなったことにより発生したものと推定される。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、船舶の購入に際し、主機冷却海水ポンプのゴム製イン 

ペラの取替え時期が不明な場合には、同インペラの点検を行い、

必要に応じて交換すること。 
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付図１ インシデント発生場所概略図 
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写真１ 主機冷却海水ポンプの状況 
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